
 

  
 

新卒入社後 3 年以内に離職しなかった若手社員を対象にした調査 
新卒入社 4 年目を迎えた若手社員の 8 割が、退職を考えたことがある 

退職を検討したが会社に残ることを選んだ理由は、「有休が取りやすい」から 
 
【2023 年 9 月 13 日 東京】 

人財サービスのグローバルリーダーである Adecco Group の日本法人で、総合人事・人財サービスを展開するアデコ
株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：川崎 健一郞）は、この度、新卒として入社した企業での
勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 600 人（男性：300 人、女性：300 人）を対象に、新卒入社後 3
年以内に離職しなかった理由などを尋ねる調査を実施しました。 

 
日本では、新規大卒就職者の就職後 3 年以内の離職率が 3 割前後で推移する状況が長く続いており、企業にとっ

ては大きな負担となっています。今回の調査は、新卒入社後 3 年以内に離職しなかった社員にアンケートを行うことで、
新卒を採用する企業が離職率改善に向けて取り組むための一助となることを目指しています。 
 
 
【調査結果のポイント】 
 勤務先への入社を決めた理由としてもっとも多かったのは「興味のある業界だった」（36.5%） 
 全体の 8 割以上が退職や転職を考えたことがあり、退職・転職を考えた理由としてもっとも多く

挙げられたのは「年収が少ない」 
 これまでに退職や転職を考えたものの、現在の勤務先に残ることを選んだ理由としてもっとも多く

挙げられたのは「有休が取りやすい」 
 今後、退職や転職を検討する要因になるものとしてもっとも多く挙げられたのは「年収のダウンや

伸び悩み」（44.3%） 
 全体の約 6 割がキャリアビジョンを持っているが、そのうちの約 4 割は現在の勤務先でキャリアビ

ジョンを実現するのが難しいと考えている 
 現在の勤務先ではキャリアビジョンを実現するのが難しいと思う理由としてもっとも多く挙げられた

のは「昇進・昇格が難しい」（34.1%） 

 

 

＜調査結果についてのコメント＞ 
今回の調査の結果について、アデコ株式会社 ピープルバリュー本部長 籾山 直威は、次のように話しています。 
「今年から採用直結型のインターンシップが解禁され、企業による新卒生の採用活動は大きく変わることが見込まれて

います。一方、日本では、新卒で入社した社員の 3 割前後が 3 年以内に退職する、いわゆる『3 年・3 割』の状況が長
く続いています。今回、我々は、新卒入社後 4 年目を迎えた若手社員にフォーカスし、なぜ 3 年以内に退職せず、勤務
先に残ることを選んだのかなどを調査しました。 
 



 

  
 

アンケートの結果、勤務先に残ることを選んだ社員も、8 割以上が退職・転職を考えたことがあることがわかりました。そ
の理由としては、『年収が少ない』が 1 位となっていました。将来的に退職や転職を検討する要因となるものについての質
問に対しても、もっとも多かった答えは『「年収のダウンや伸び悩み」で、若手社員にとって給与・賞与が大きなファクターに
なっていることが伺えます。しかし、これらの人財は、結果的に勤務先に残ることを選んでいます。その理由としてもっとも多
く挙げられたのは、『有休が取りやすい』であり、現在の若手社員は、収入よりもワークライフバランスを重視している可能
性があることが分かりました。有休の取りやすさは、制度よりも、同僚や先輩・上司との関係をはじめとする職場環境に大
きく左右されます。気兼ねなく有休の取得を申し出ることができるような職場の雰囲気づくりに取り組むことが、若手社員
の定着率向上につながると考えられます。 

 
また、キャリアビジョンを持っているかどうかについて質問したところ、約 6 割がキャリアビジョンがあると回答していました。し

かし、そのうちの約 4 割は、現在の勤務先でキャリアビジョンを実現することは難しいと考えていることが分かりました。なぜ
そのように考えているのか質問したところ、もっとも多かった回答は、『昇進・昇格が難しい』でした。若手にも等しく昇進・昇
格の機会を提供するなど、社内でステップアップできる道筋を示すことも、若手の定着につながると考えられます」 
 
 
アデコ株式会社 
ピープルバリュー本部長 
籾山 直威 
2003 年、サンダーバード国際経営大学院卒。2022 年より現職。現職就任までの 5 年間
は、ゴディバ・ジャパン株式会社において HR Director、日本・ベルギー・オーストラリア・ニュージ
ーランド・韓国を統括するグループ HR ヘッド、常務執行役員を歴任。2014 年から約 3 年間
は、アデコ株式会社に HR Development Director として在籍し、企業文化の醸成、採用
活動やトレーニング、タレントマネジメントを通じた社員の人財開発および企業の成長に貢献。
それ以前は、トリンプ・インターナショナル・ジャパン株式会社や日本ヒルティ株式会社など、複数
の多国籍企業においてタレントマネジメントや組織開発、制度設計に従事した経験を持つ。 
 
 
 
   



 

  
 

＜調査結果詳細＞ 
1. 現在の勤務先への入社を決めた理由としてもっとも多かったのは、「興味のある業界だった」。 

新卒で入社した企業での勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 600 人に対し、「現在の勤務先への入社を
決めた理由は何ですか？」と質問したところ、入社を決めた理由としてもっとも多かったのは「興味のある業界だった」
（36.5%）でした。 

 
 
2. 新卒入社 4 年目を迎えた若手社員の 8 割以上が、退職や転職を考えたことがある。退職・転職を考えた理由
としてもっとも多かったのは、「年収が少ない」。会社に残ることを選んだとしてもっとも多く挙げられたのは、「有休が取
りやすい」。 

新卒で入社した企業での勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 600 人に対し、「これまでに退職や転職を考
えたことがありますか？」と質問したところ、81.8%（491 人）が「考えたことがある」と回答しました。 

 

 

36.5%

29.7%

29.0%

24.2%

20.5%

20.0%

18.5%

15.0%

13.0%

11.0%

興味のある業界だった

福利厚生や手当が充実している

会社・業界が安定している

希望する仕事ができる

会社の規模が大きい

会社の知名度が高い

転勤がない

平均年収が高い

会社・業界に将来性がある

教育・研修が充実している

1. 現在の勤務先への入社を決めた理由（上位10項目）
（n=600・複数回答）

34.7%

47.2%

18.2%

2-1. これまでに退職や転職を考えたことがあるか
（n=600・単一回答）

真剣に考えたことがある
なんとなく考えたことがある
考えたことはない



 

  
 

 
続けて、「退職や転職を考えたことがある」と回答した 491 人に対し、「退職や転職を考えた理由は何ですか？」と質

問したところ、もっとも多かった回答は「年収が少ない」（47.5%）でした。 
さらに、「退職や転職をしないで、現在の勤務先に残ることを選んだ理由は何ですか？」と質問したところ、もっとも多かっ
た回答は「有休が取りやすい」（28.1%）。 

 

 

 

 

47.5%

23.8%

22.0%

18.1%

17.5%

17.1%

17.1%

14.3%

14.3%

12.8%

年収が少ない

スキルアップが望めない

労働時間が長い

会社や業界が将来性に乏しい

福利厚生や手当が貧弱・ない

希望する仕事ができない

働き方が不自由

昇進・昇格が望めない

経営陣の考えに共感できない

社風が合わない

2-2. 退職や転職を考えた理由（上位10項目）
（n=491・複数回答）

28.1%

25.7%

23.8%

21.6%

20.0%

13.2%

13.0%

12.6%

12.2%

10.8%

有休が取りやすいから

次の仕事が見つからなさそうだから

同期や同僚との関係が良いから

上司との関係が良いから

福利厚生・手当が充実しているから

年収が高いから

仕事を任されたから

希望する仕事ができるから

育休・産休が取りやすいから

社風が好きだから

2-3. 退職や転職を考えたが、勤務先に残ることを選んだ理由（上位10項目）
（n=491・複数回答）



 

  
 

 
3. 退職や転職を検討する要因としてもっとも多く挙げられたのは、「年収のダウンや伸び悩み」 

新卒で入社した企業での勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 600 人に対し、「今後、退職や転職を検討
する要因になるものをすべて選んでください」と質問したところ、要因になることとしてもっとも多く挙げられたのは「年収のダウ
ンや伸び悩み」（44.3%）でした。 

 
 
4. 若手社員の約 6 割がキャリアビジョンを持っているが、そのうちの約 4 割は現在の勤務先でキャリアビジョンを実
現することが難しいと考えている。その理由としてもっとも多かったのは、「昇進・昇格が難しい」こと。 

新卒で入社した企業での勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 600 人に対し、「あなたには、キャリアビジョン
（仕事における目標や将来のありたい姿）がありますか？」と質問したところ、「ある」が 59.3%（356 人）、「ない」が
40.7%（244 人）でした。 

 
 

44.3%
36.3%

33.0%
29.7%

26.2%
24.5%

23.7%
22.2%
22.2%

21.3%

年収のダウンや伸び悩み
人間関係の悪化

ライフイベント（結婚、出産・育児、介護など）
福利厚生や手当の削減

希望しない仕事への割り当て
希望しない部署への異動

会社の業績の悪化
遠方への転勤

社内でのキャリアアップの限界
昇進・昇格の硬直化

退職や転職を検討する要因になるもの（上位10項目）
（n=600・複数回答）

16.7%

42.7%

25.2%

15.5%

4-1. キャリアビジョンがあるか

（n=600・単一回答）

ある
どちらかと言えばある
どちらかと言えばない
ない



 

  
 

 
 
続けて、「キャリアビジョンがある」と回答した 356 人に対し、「現在の勤務先で、あなたのキャリアビジョンを実現できると

思いますか？」と質問したところ、「ある」が 62.9%（224 人）、「ない」が 37.1%（132 人）でした。 
「現在の勤務先キャリアビジョンを実現できると思わない」と回答した 132 人に対し、「キャリアビジョンを実現できないと

思う理由は何ですか？」と質問したところ、理由としてもっとも多く挙げられたのは「昇進・昇格が難しい」（34.1%）でし
た。 

 
 

 
 
※本リリースに基づく内容をご掲載の際は、必ず「Adecco Group Japan 調べ」と明記していただきますようお願いいたします。 
※本調査の回答結果はすべて小数点第 2 位を四捨五入して算出したパーセント表示を行っているため、数値の合計が
100%にならない場合があります 

10.4%

52.5%

27.5%

9.6%

4-2. 現在の勤務先でキャリアビジョンを実現できると思うか
（n=356・単一回答）

思う
どちらかと言えば思う
どちらかと言えば思わない
思わない

34.1%
31.1%

27.3%

27.3%

25.0%
23.5%

15.9%

12.9%
9.8%

4.5%

昇進・昇格が難しい

会社や業界が将来性に乏しい
希望する仕事ができない

目標となる人物がいない

職務の幅が狭い

正当な評価を受けられない
教育・研修の機会が少ない

希望する部署に入れない

仕事を任せてもらえない

その他

4-3. 現在の勤務先ではキャリアビジョンを実現できないと思う理由
（n=132・複数回答）



 

  
 

【調査概要】 
調査対象： 2020 年 4 月に新卒として入社し、その企業での勤務が 4 年目を迎えた日本全国の若手社員 
サンプル数： 600 人（男性：300 人、女性：300 人） 
調査方法： インターネット調査 
実施時期： 2023 年 4 月 27 日～5 月 12 日 
調査実施会社： 楽天インサイト株式会社 
 
アデコ株式会社について 
アデコ株式会社は、世界 60 の国と地域で事業を展開する人財サービスのグローバルリーダー、The Adecco Group の日本
における主な法人のひとつです。コンサルテーションを通じ、すべての働く人々のキャリア形成を支援すると同時に、人財派遣、
人財紹介、アウトソーシングをはじめ、企業の多岐にわたる業務を最適化するソリューションを提供します。アデコ株式会社は、
Adecco Group Japan のビジョンである「『人財躍動化』を通じて、社会を変える。」の実現を目指し、さらなるサービスの強
化に取り組んでいます。当社に関するより詳しい情報は、www.adeccogroup.jp をご覧ください。 
 
【プレスリリースに関するお問い合わせ先】 
Adecco Group Japan 広報部 
050-2000-7024 


